
資機材庫には、消火活動で

隊員が使用する空気ボンベ

などを保管しています。ま

た、消防器具の修理などを

行えるよう作業台や工具を

備えています。

消毒室には、滅菌機があり

救急資機材の消毒保管をす

ることができます。

昼夜を問わず、２４時間災

害出動できるよう日常生活

同様に食堂、浴場が備えて

あります。

1 F1 F

資機材庫

車庫には、いつでも出動で

きるよう消防車や救急車が

駐車されています。

冬は車両のエンジンを守っ

たり、ポンプが凍結しない

よう、保温するために車庫

のシャッターを閉じる場合

があります。

車庫内

消毒室

食堂・浴場

防火衣室には防火衣を素早

く着装できるよう準備され

ています。交代で勤務して

いるので、自分の防火衣ロ

ッカーは回転して切り替え

ることができます。

防火衣室

仮眠室(ベッド)で隊員が休憩

していても、備えられてい

る指令用スピーカーからの

出動指令でいつでも出動で

きるようになっています。

仮眠室

車庫前にある出動表示板

は、赤色回転灯と「緊急出

動」のサインで消防車両が

緊急出動することを通行車

両や歩行者に知らせます。

出動表示板

排気ホース

車庫内にはエンジンを暖機

運転した場合の排気ガスを

排出するための、排気ホー

スが備えてあります。排気

ホースを車両のマフラーに

取り付けて使用します。

消防庁舎を
　
見学しよう
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通信指令室にある１１９番

通報を受け付ける指令台に

は、停電時でも使用できる

よう屋上に非常用発電設備

を備えています。

非常用発電設備

石巻市、東松島市、女川町の火災・救急・救助

の１１９番通報は、３階の通信指令センターで

受け付けます。受付した緊急通報は、通信員に

よって各消防署へ出動指令が出され、消防署や

救急車が災害現場へ急行します。

(詳しくは「１１９番を勉強しよう」を見ましょ

う。)

消防隊員は過酷な災害現場

で活動するための強靭な体

力が必要です。隊員たちは

日々、体力トレーニングを

行っています。

トレーニング室 会議室

会議室は会議のほか、広い

空間を利用して救急訓練に

も活用してします。災害の

知識を勉強するための研修

会なども行われたりしま

す。

出動がないときは訓練や資

機材の点検整備を実施する

ほか、災害に対応するため

の計画を立てたり、火災を

予防するための事務の仕事

をしています。

石巻消防署事務所

通信指令センターでは、災

害現場の情報をいち早く収

集したり、消防車や救急車

へ通報状況を連絡するため

に無線通信を行います。

通信指令センター

無線塔

消防本部事務所では、石巻

地区全体の消防の事務の調

整を図っています。隊員の

装備の検討、資機材の検

討、火災を予防するための

検討などの事務を行ってい

ます。

消防本部事務所

2 F2 F

3F・屋上3F・屋上
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無線塔には無線通信を行う

ためのアンテナがたくさん

設置されています。また、

夜間は明日の天気予報をラ

イトアップの色で表してい

ます。オレンジ：晴れ　

青色：雨（雪）

白色：曇り
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ホース乾燥塔は火災現場で

使用した消火用ホースを吊

るし乾燥させる装置です。

一度にたくさんのホースを

干すことができます。

ホース乾燥塔
かんそう とう か さ い げ ん ば

し よ う しょうか よう つ

かんそう そ う ち

いち ど

ほ

か ん そ う と う

放水壁は、放水訓練時に使

用します。放水した水が飛

び散らないよう工夫され、

放水した水を再利用するこ

とも可能です。

放水壁
ほうすい かべ ほうすい くんれん じ し

ほうすい みず ひ
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たて坑は、井戸などの縦穴

空間での救助訓練を行うた

めの施設です。

たて坑
こ う い 
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く う か ん きゅうじょ く ん れ ん おこな

し せ つ
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濃煙室

濃煙室は、火災の煙を再現

し煙で視界が遮られた場合

の訓練をすることが可能で

す。

のうえんしつ か さ い けむり さいげん

けむり し か い さえぎ ば あ い

くんれん か の う

の う え ん ど う

消防本部には、隊員が訓練できるよう３つの訓練塔が

あります。消火・救助・救急の色々な現場を想定した

訓練が行えるようになっています。

ご希望の場合は事前の

申込みが必要です。消

防施設や消防車両を見

学していただきなが

ら、消防の仕事などを

分かりやすくご案内い

たします。

庁舎見学を希望されるかたへ
応 募 方 法

石巻広域消防HPから「消防庁舎見

学申請書」をダウンロードして記入

の上、消防本部総務課へお申込みく

ださい。
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